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2020年3月期1Q決算の特徴

髙木証券
お金のデザイン

ピナクル・エターナル

ファンド投資等・連結子会社回復

東海東京証券の不振
JV（提携合弁証券）の落ち込み

販管費の上昇
成長投資・戦略投資コスト

リテール
外株・仕組債

マーケット部門
ポジションロス

不動産関係費
賃料

人件費
新人事制度

外株・仕組債
十六TT証券
スタートコスト
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その他



2020年3月期2Q以降のポイント

連結子会社収益力回復

東海東京証券
JV（提携合弁証券）

販管費 成長投資・戦略投資見込み

リテール
回復傾向

投信・日本株・外株

マーケット部門
フローの回復
ポジション抑制

不動産関係費の落込み

人件費抑制

その他費用抑制

全JV黒字化目途

十六TT証券本格稼働

髙木証券統合 お金のデザイン負担減

ピナクル・エターナル・エース
完全黒字化

法人業務の拡大
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